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次の学びの

方向性
が見えてくる

「指導内容設定に生かす実態把握表」が目指すもの

子供の学びの
深まりや

広がりに目を
向けられる

学習活動や
教材に

自信がもてる

子供の
ニーズに

応えていると
いう手応え

主体的に
取り組める
ようになる

できることが
もっと上手になる
新しいことが

できるようになる

子供にとっては…

❍授業の根拠に不安が･･･
❍子供の実態に合ってる？

知的障害特別支援学校の
教科指導の難しさ

知的国語科の

内容の
確かな理解
が進むことで

適切な

実態把握
が可能になる
ことで

学びの記録
を残していく
ことで

課
題
と
要
因

現行の学習指導要領に示された
知的各教科の内容の特徴
❍大綱的な記述
❍段階別で系統的な表記
❍小・中学校にはない内容

一人一人の実態に応じた知的国語科の指導

知的国語科で

何を教えるのか
が明確になる

一人一人に
応じた指導を
行いたい

知的国語科では何を教
えるのか、内容の理解
を確かなものにしたい

学習の
積み重ねを
大切にしたい

授業を行う教師は…

難しさは
あるけれど…

新学習指導要領を基に
「指導内容設定に生かす実態把握表」を作成

内容がより充実

中学部に二つの
段階が新設

学習のめあてが
明確になる

知的障害特別支援学校における
一人一人の実態に応じた国語科の指導

ー新学習指導要領に基づく
「指導内容設定に生かす実態把握表」の作成を通してー

実態を捉えた

指導内容
が明らかになる

一
人
一
人
の
実
態
に
応
じ
た

具
体
的
な
指
導
内
容
の
設
定



「指導内容設定に生かす実態把握表」

「指導内容設定に生かす
実態把握表」（本表） 内容の

確かな
理解

適切な
実態把握

学びの
記録

本表
実態把握結果一覧

成
果

「指導内容設定に生かす実態把握表」を用いて知的
国語科の各内容に係る実態把握を行うことで、子供が
今学ぶのにふさわしい、一人一人の実態に応じた指導
内容を設定することができるようになった。

課
題

より的確な実態把握と指導内容の設定ができるよう
に「子供の姿の例」の改善を今後も続けていく必要が
ある。

提
言

知的障害特別支援学校における教科指導の充実を図
るために、新学習指導要領にある各内容を深く理解し、
適切な実態把握を行い、一人一人の実態に応じた具体
的な指導内容を設定していきましょう。

構成

「指導内容設定に
生かす実態把握表」
（実態把握結果一覧）

「実態把握の結果」
とリンクしている
ので全結果を一望！
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（ｱ）昔話などについて、読み聞かせを聞くな

どして親しむこと。

（イ）遊びを通して、言葉のもつ楽しさに触れる

こと。

（ウ）書くことに関する次の事項を理解し使うこと。

㋐　いろいろな筆記具に触れ、書くことを知ること。

㋑　筆記具の持ち方や、正しい姿勢で書くことを知ること。

（エ）読み聞かせに注目し、いろいろな絵本

などに興味をもつこと。

（イ）出来事や経験したことを伝え合う経験を

通して、いろいろな語句や文の表現に触れ

ること。

（ウ）書くことに関する次の事項を理解し使うこと。

㋐　目的に合った筆記具を選び、書くこと。

㋑姿勢や筆記具の持ち方を正しくし、平仮名や片仮名の文字の形に注意しながら丁寧に書くこと。

（エ）読み聞かせなどに親しみ、いろいろな

絵本や図鑑があることを知ること。

（ｱ）昔話や童謡の歌詞などの読み聞かせ

を聞いたり、言葉などを模倣したりするなどし

て、言葉の響きやリズムに親しむこと。

（イ）遊びややり取りを通して、言葉による表現

に親しむこと。

（ウ）書くことに関する次の事項を理解し使うこと。

㋐　いろいろな筆記具を用いて、書くことに親しむこと。

㋑写し書きやなぞり書きなどにより、筆記具の正しい持ち方や書くときの正しい姿勢など、書写の基本を身に

付けること。

（エ）読み聞かせに親しんだり、文字を拾い

読みしたりして、いろいろな絵本や図鑑に興

味をもつこと。

読

書

（ｱ）易しい文語調の短歌や俳句を音読した

り暗唱したりするなどして、言葉の響きやリズム

に親しむこと。

（イ）生活に身近なことわざなどを知り、使うこ

とにより様々な表現に親しむこと。

（ウ）書くことに関する次の事項を理解し使うこと。

㋐　点画の書き方や文字の形に注意しながら、筆順に従って丁寧に書くこと。

㋑漢字や仮名の大きさ、配列に注意して書くこと。

（エ）幅広く読書に親しみ、本にはいろいろ

な種類があることを知ること。

（ｱ）自然や季節の言葉を取り入れた俳句な

どを聞いたり作ったりして、言葉の響きやリズム

に親しむこと。

（イ）挨拶状などに書かれた語句や文を読ん

だり書いたりし、季節に応じた表現があることを

知る。

（ウ）書くことに関する次の事項を理解し使うこと。

㋐　姿勢や筆記具の持ち方を正しくし、文字の形に注意しながら、丁寧に書くこと。

㋑点画相互の接し方や交わり方、長短や方向などに注意して文字を書くこと。

（エ）読書に親しみ、簡単な物語や、自然

や季節などの美しさを表した詩や紀行文な

どがあることを知ること。

ー ー ー ー

伝
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化

①

伝

統

的
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言

語
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化

②

書

写

①

内容

（ｱ）昔話や神話・伝承などの読み聞かせを

聞き、言葉の響きやリズムに親しむこと。

（ｶ）正しい姿勢で音読すること。 (ｱ)　物事の始めと終わりなど、情報と情報

との関係について理解すること。

図書を用いた調べ方を理解し使うこと。

ー ー ー ー

情

報

の

整

理

（ｶ）敬体と常体があることを理解し、その違

いに注意しながら書くこと。

（ｷ）内容の大体を意識しながら音読するこ

と。

(ｱ)　考えとそれを支える理由など、情報と情

報の関係について理解すること。

（ｲ)必要な語や語句の書き留め方や、比べ

方などの情報の整理の仕方を理解し使うこ

と。

（ｶ）普通の言葉との違いに気を付けて、丁

寧な言葉を使うこと。

（ｷ）語のまとまりに気を付けて音読すること。 (ｱ)　事柄の順序など、情報と情報との関

係について理解すること。 ー

ー

（ｱ）身近な人の話し掛けに慣れ，言葉が事

物の内容を表していることを感じること。 ー ー

(ｴ)　理解したり表現したりするために必要な

語句の量を増し、使える範囲を広げること。 ー

言

葉

遣

い

音

読

情

報

と

情

報

と

の

関

係

（ｱ）身近な人との会話や読み聞かせを通し

て，言葉には物事の内容を表す働きがあるこ

とに気付くこと。

（ｲ）姿勢や口形に気を付けて話すこと。 (ｳ)　日常生活でよく使う促音、長音などが

含まれた語句、平仮名、片仮名、漢字の正

しい読み方を知ること。

(ｴ)　言葉には、意味による語句のまとまりが

あることに気付くこと。

（ｵ）文の中における主語と述語との関係や

助詞の使い方により、意味が変わることを知

ること。

（ｱ）身近な人の話し掛けや会話などの話し

言葉に慣れ，言葉が，気持ちや要求を表し

ていることを感じること。
ー

(ｲ)　日常生活でよく使われている平仮名を

読むこと。

(ｴ)　言葉には、意味による語句のまとまりが

あることを理解するとともに、話し方によって意

味が異なる語句があることに気付くこと。
ー

(ｳ)　長音、拗音、促音、撥音などの表記や

助詞の使い方を理解し、文や文章の中で使

うこと。

(ｲ)　言葉のもつ音やリズムに触れたり、言葉

が表す事物やイメージに触れたりすること。

（ｵ）修飾と被修飾との関係、指示する語

句の役割について理解すること。

（ｱ） 身近な大人や友達とのやり取りを通し

て，言葉には事物の内容を表す働きや経験

したことを伝える働きがあることに気付くこと。

（ｲ）発声や声の大きさに気を付けて話すこ

と。

(ｳ)　長音、拗音、促音、撥音、助詞の正し

い読み方や書き方を知ること。

(ｳ)　身近な人との会話を通して、物の名前

や動作など、いろいろな言葉の種類に触れ

ること。

（ｵ）主語と述語の関係や接続する語句の

役割を理解すること。

            「指導内容設定に生かす実態把握表」（実態把握結果一覧）
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（ｱ） 日常生活の中での周りの人とのやり取

りを通して，言葉には，考えたことや思ったこと

を表す働きがあることに気付くこと。

（ｲ）発声や発音に気を付けたり、声の大きさを

調節したりして話すこと。

◎は水色 ○は桃色
△は黄色で示される。

事項

段階

内容

内容の
捉え

子供の
姿の例

学部
学年

年度
初

年度
末

内容が身に付いたときの

指導の様子（一言評価）

◎

指導内
容の例

指導に
つながる

留意点

知識及び技能　言葉の特徴や使い方に関する事項

言葉の働き

小学部１段階

（ｱ）身近な人の話し掛けに慣れ、言葉
が事物の内容を表していることを感じる
こと。

・日常生活で繰り返される出来事や興
味や関心のある事柄について、教師な
ど身近な大人の話し掛けに耳を傾け、
人との関わりの中で言葉が用いられて
いることに注意を向けられるようになり、
やりとりを繰り返す中で、「ママ」や「リン
ゴ」などの言葉と事物が一致させられる
ようになってきたり、アーウーなどの自分
なりの表現で相手に要求が伝わること
で、心地よい感情をもったりできるように
なること。

・教師などの身近な人との関わりの中
で言葉が用いられていることに注意を
向けられるようにする。
・言葉のやり取りを通して、言葉と事物
との一致が少しずつ図れるようにする。
・自分なりの表現を大切にし、これを繰
り返す中で要求が相手に伝わると心地
よいと感じられるようにする。
・日常生活や遊びの中で教師の話し
掛けに振り向いたり、応じたりすることを
繰り返す中で、相手に対して音声模倣
などによる発声や発語によって自分なり
の表現ができるようにすることを大切に
する。

周囲の人の会話に注意を向けること
言葉と事物の一致　/　自分なりの表
現で伝えること

①スプーンのような毎日使う物につ
いて、名前と物が一致している。
（教師との言葉のやり取りの中で、徐々
に言葉と事物が一致していく。）
②おもちゃなどの欲しいものがあった
ときに教師を見るなどして「アーア
－」などと声を出し、要求がかなうと
教師を見たり笑顔になったりする。
（教師に要求を伝えたときに、教師が
反応すると声を出すのをやめたり、笑顔
になったりする。）
◎２つの内１つができている。
○２つの内１つがだいたいできている。

 実態把握の結果　　身に付いている　　 ◎
                 　　　　　身に付けつつある　○

以下は授業構想で使用する

リンク

実態把握の結果や授業
での様子を複数年度に
わたって記録！

実態把握の結果

新学習指導要領解説を
基に各内容をより分か
りやすく表現！

子供の日常の姿に照ら
して各内容の定着状況を
判断！

内容の捉え

子供の姿の例
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